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ゆるやかな見守り 新しい地域の支え合い活動

地域包括支援センターは鎌倉市から委託された公的な相談機関です。秘密厳守のうえ、相談・支援にあたります。

高齢者
よろず相談所

最
近
で
は
、
少
子
・高
齢

化
や
社
会
構
造
の
変
化
等

に
よ
り
、
地
域
の
つ
な
が
り

が
希
薄
化
さ
れ
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
域

の
中
で
孤
立
化
す
る
一
人

暮
ら
し
高
齢
者
や
認
知
症

高
齢
者
等
が
増
加
す
る
中
、

見
守
り
や
災
害
時
の
助
け

合
い
な
ど
、
地
域
の
課
題

が
増
大
化
・
複
雑
化
し
て

き
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

そ
こ
で
、
平
成
27
年
に
介

護
保
険
制
度
が
改
正
さ
れ
、

新
し
い
総
合
事
業
と
生
活

支
援
体
制
整
備
事
業
の
も

と
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す

い
地
域
づ
く
り
を
推
進
す

る
「
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
（
地
域
支
え
合
い

推
進
委
員
）
」
と
「
協
議
体
」

と
い
う
仕
組
み
が
誕
生
し

ま
し
た
。

深
沢
地
区
に
お
き
ま
し

て
も
、
「
深
沢
地
区
の
高
齢

者
福
祉
を
考
え
る
協
議
体

」
（
通
称
「
深
沢
会
議
」
）
が

令
和
2
年
7
月
に
発
足
し

ま
し
た
。

こ
の
「
深
沢
会
議
」
は
、
介

護
保
険
法
に
位
置
付
け
ら

れ
、
深
沢
地
区
の
生
活
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
髙

橋
貴
美
恵
さ
ん
（
鎌
倉
市

社
会
福
祉
協
議
会
）
が
事

務
局
運
営
、
地
域
の
調
整

役
を
担
っ
て
い
ま
す
。
自
治

町
内
会
、
深
沢
地
区
社
会

福
祉
協
議
会
、
民
生
委
員

児
童
委
員
協
議
会
の
代
表

者
と
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
職
員
が
集
ま
り
、

新
し
い
地
域
の
支
え
合
い

活
動
の
仕
組
み
づ
く
り
の

一
つ
で
あ
る
、
ゆ
る
や
か

な
見
守
り
に
つ
い
て
話
し

合
っ
て
い
ま
す
。

「深沢会議」資料より抜粋

親が元気なうちに準備が必要かなぁ。昨日まで元気だったのに 今日、入院した！
いつ始まるか分からない、親の介護。

介護保険申請のお手伝いや、

利用できるサービス等の

ご案内をいたします！

お気軽にご相談ください。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ゆるやかな見守り活動」 

に一緒に取り組みませんか 

お互い気にかけあう地域づくり 
 地域ではちょっとした心がけで安心で安全な地域づくりにつながります。 
 以下の様な状況に気づいて心配に思った時、一言連絡をいただけませんか。 

たとえばこんなとき・・・ 

 

●無意識に 

●それぞれがバラバラに 

●気になることがあっても「まぁ大丈夫だろう」 

今 ま で
●少し意識的に 

●ご近所と連携を取りながら 

●気になることがあったらすぐに連絡・連携・相談 

こ れ か ら

「あれ、どうしたんだろう？おかしいな」 
気になるサインがあった時には、すぐに連絡・相談しましょう 

ご近所やその

人の知り合い 

地域の民生委

員や自治会長 警察・消防 

生命にかかわる場合、虐待や死亡
が疑われる場合にはすぐに通報 

昼間でも雨戸がしまっている 

夜になっても家に 

明かりがつかない 

新聞・郵便物がたまっている 

何回も同じこと 

を聞いてくる 

ゴミがあふれてい

る・家から異臭がする 

怒鳴り声や泣き声がする 

最近道で会っても元気がない 

気になるサインを 

☆見落とさない 

☆放置しない 

☆すぐに連絡する 

顔や手足に内出血や傷がある 

 （注１）『深沢会議』のご紹介 
 正式名称を「深沢地区の高齢者福祉を考える協議体」といい、令和２年７月１日に発足しました。協議体は

介護保険制度に基づき、生活支援体制整備事業の一環として設置されました。鎌倉市では鎌倉市社会福祉協議

会が受託し運営しています。 
 深沢会議は、高齢者が住み慣れた地域で安心して安全に暮らすためにはどうしたらよいかを協議し、新しい

地域の支え合い活動の仕組み作りを立案する場です。それを地域の団体や住民の皆さんと協力して実施してい

く、或いは行政に対して提案し、高齢者にやさしいまちの実現を目指していきます。 
 深沢地区の社会福祉協議会、連合町内会、民生委員児童委員協議会、地域包括支援センター、深沢支所、教

養センターなどがメンバーとなって活動を行っています。 

最近見かけなくなった 

見守りの

一例


